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17回事務システム研修会への参加
—ーいま、図書館が歩みだした道―
i 
平成10年10月26日（月）～28日（水）の 3日間、静岡
県浜松市で開催された私立大学情報教育協会主催の
事務システム研修会へ参加する機会を与えられた。
基幹業務システムコースグループ 1-7
学術情報システム（図書館システム）
研修の構成は、各大学の事例発表、企業が開発し
たシステムの紹介とデモンストレーション、そして
おのおののテーマに基づいて分かれたグループ内で
の討論会であった。
事例発表会ではグループ内で、 4大学からの発表
があった。
関西学院大学 「電子サービスヘの取り組み」
立命館大学 「学術情報システムの構築と運用」
東京農業大学 「二次資料CD-ROM検索について」
国際基督教大学 「図書館職員のための internet」
また参加者全員が集った会場において、基幹業務
システムコース全体の事例発表、すなわち立命館大
学「新たな学園創造と情報化の取り組み」、産能大
学「産能大学と LotusNotesの活用」が行われた。
本学でも学内 LANケーブルの敷設に伴い、平成
10年度より業務コミュニケーションシステム
(J-NET) が稼動し、グループウェアの活用に努め
ている現状がある。特に産能大学の事例発表は、本
学同様にパッケージソフトを使った実例と効果であ
り、ネットワークを通じて業務連絡を行った場合に
発生するいくつかの共通問題を見出せたと思う。
研修に参加した企業数社がそれぞれデモンスト
レーションをしながら、自社システムの紹介を行っ
た。グループ内では、日本電子計算株式会社一
LINUS/ NC（図書館のネットワークシステム）、
そして新日本製鐵株式会社ーネットワークストレー
ジサーバー (CD-ROM、DVD格納可能な大型サー
バー）が紹介された。また、各グループが一同に会
したホールでは、日立製作所、リコーより大学事務
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業務の総合システムの開発理念とそのシステム構造
が説明された。
グループ討論会では、運営委員より提示されたメ
インテーマを踏まえ、より具体的に示されたサブ
テーマと、事前に参加者より募った、希望する情報
交換項目の集計とをもとに丁寧な意見交換がなされ
た。
1 図書館システムの新しい機能とその管理
本学図書館においても図書館ビジョン 7項目（図
書館が進むべき方向）の中で検討されている、いわ
ゆる、電子化についての討論であった。その中で各
大学が推進していることは、レファレンスサービス
を中心とし、ホームページと E-mailを使った新た
なサービス形態の推進である。ホームページからの
OPAC、文献情報データベース、その他リンク集等
の利用、 SDIサービス＊ 1といった、ホームページを
図書館の電子（仮想）カウンターとして位置づけ、
活用していく環境づくりをめぐって話し合われた。
2 顧客満足度の追及と新しいサービスの導入
主に CD-ROMサービスに関する問題が話された。
二次資料＊ 2の貸し出し時に注意するべき著作権の問
題。 CD-ROMサーバーの利用（ネットワーク利用、
スタンドアロン含む）の際のセキュリティー管理等。
また、 NACSIS-IR、日経テレコムといった各種文献
情報データベースの利用についても各大学の利用状
況を聞くことができた。
3 新しい図書館の組織づくり
アウトソーシング、及び電子化に伴う人材の育成
が話題となった。図書館システムの外注。カウンター
業務、図書の発注、受入、装備等の外部委託。 PC
一人一台体制に対する人材の教育、研修。専門性の
向上等。また、管理職者が行う図書館職員への具体
的な評価の仕方など、各大学図書館の現状に踏み込
んだ意見が飛び交った。
17回事務システム研修会への参加
関西大学総合図書館が欲するもの
私立大学の図書館が共通して抱える基礎的な問題
の理解をめざして参加した研修であったが、テーマ
や内容が多岐にわたり、また、それぞれの図書館の
規模（来館者数、蔵書冊数、職員数、ネットワーク
等）が異なるためもあり、あまり実践的な討論はで
きなかったように思う。しかしながら、どの図書館
も近年、人事異動による減員により熟練職員が少な
くなってきているのが実情のようである。新たに外
注されたシステム（ほとんどの参加校はパッケージ
ソフトであった）の導入により電算化された図書館
で専門性は消えようとしている。実際に、図書館業
務に専門性は必要ないと言い切った大学も何校か見
うけられた。
他大学のように UNIXやWindowsNTを中心に
データベースを持つネットワーク構造と比較し、本
学図書館のように汎用のホストコンピュータを機軸
にし、複数のデータベースを持つネットワークで業
務を行う大学は非常に少ない。時代の主流をなす
LANネットワークはシステムの安定性に欠けると
の指摘を受けやすい反面、経済的にはかなりのコス
トダウンを見込むことができる。図書館システムの
オープン化が叫ばれ、私立大学の NACSIS（学術情
報センター）への参加が増える昨今、一つの大学図
書館が、より大きな内部データベースを持っている
とか、高額の大型汎用ホストによる図書館ネット
ワークを保守しているとかは、問題とされない時代
へと移行しつつある。
本学図書館も、他大学の図書館同様、デジタル化
の波を受け、職員一人一人の専門性は希薄になりつ
つある。その中での業務は依然として古いままと言
えるのではなかろうか。アウトソーシングを掲げ、
いくつかの業務を外部委託する検討はされているも
のの、他大学では派遣社員や定時職員で行っている
仕事を専任職員が当たり前のようにやっているのが
現状である。一方、図書館システムの運用に携わる
職員の育成はままならず、電算業務を担当する職員
も減員の一途をたどっている。
ひと昔前まで、図書館の職員が保持し、構想して
いた専門性はなくなり、新たな知識を基礎に発想す
る新しいサービスが要求されている。設定された目
標を達成し得る組織絹成が求められている。今後予
想される、図書館システムにおけるより一層のネッ
トワーク化や、各種外部データベースの利用に伴う
ダウンサイジング。ホームページを Web上の電子
カウンターとする利用者への情報提供。 SDIサービ
ス等、電子図書館をつくる上で必要とされる、ネッ
トワークと利用者サービスを見据えることが先決で
あるように思われる。そして、新たな業務分担を具
体的に示した上で、アウトソーシングを行い、新た
なサービスに対応できる図書館職員を育成してゆく
体制を組むべきであろう。
高額予算を持ち、インフラ整備の進んだ本学図書
館に必要なものはなにか。一言では表現し難い複雑
なものである。今回の研修に参加し、討論会と終了
後の宴席で、他大学の職員と交わることができたの
は、貴重な体験であった。そして、本学に限らず、
他大学でも常に模索しているのは、日々の技術進化
に対応できる柔軟な姿勢を持つ人材の育成であり、
新たなサービスを創意工夫し、長期にわたり、図書
館全体を盛り上げて行ける活力ある職員の存在であ
るような気がする。
* 1 Selective Dissemination of Information 
選択的清報提供サービス。あらかじめ利用者
の求める情報の主題を、キーワードやキーワー
ドの組み合わせによって登録してもらい、これ
をプロファイルとしてコンピュータに記憶させ
る。新たに発表される論文などの情報の中から
プロファイルに登録されている主題内容を含む
・文献を自動的に配布・提供するサービス。
*2 原著である一次文献、すなわち一次資料への
案内、手引きとなる、目録・書誌・抄録・索引・
図書解題などの類。
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